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三上理一郎先生・追悼の記

結核予防会結核研究所　名誉所長　　岩井和郎

あの元気そうだった三上理一郎先生が不応性貧血で
2014年9月1日にご逝去されたとの報を呼吸器学会から受
け取り，突然のことで愕然としました．足が弱って歩行
に不自由をしておられるのを，日赤中央病院での研究会
に出席の道すがら拝見し，大変だなと思っていましたが，
その後大分経ってからご自宅に電話した時は，以前と変
わらぬ力強い話声を聞き安心したものでした．　

三上先生と私とは，サルコイドーシス研究会でのご縁
が深く関わっています．国内でサルコイドーシス臨時疫
学研究班（岡治道班長）が発足したのは1960年でしたが，
その後日本サルコイドーシス研究協議会となりました．
野辺地慶三先生が初代の班長でその第一回の会議が目黒
の公衆衛生院で開かれ，私は班員の故岩崎竜郎先生のお
供をし，三上理一郎先生は東大第三内科沖中重雄教授に
同伴されて出席されたのがそもそものご縁だったと思い
ます．この班には当時国鉄保健管理所長の千葉保之先生
が結核高蔓延時代からの厚生省との繋がりで，サルコイ
ドーシス研究への厚生省からの研究助成金獲得にご尽力
頂いたと理解しています．その関係から研究班事務局は
当時原宿線路脇にあった木造の旧国鉄保健管理所におか
れ，細田裕先生が事務局長の役を引き受けておられまし
た．第一回のサルコイドーシス全国集計はそこでタナッ
クという集計マシンを操作しながら行われ，そこに公衆
衛生院の重松逸造先生や関東逓信病院の小須田達夫先生
なども顔を出され激励されて下さいました．

いずれの先生もすでに故人となられましたが，懐かし
い思い出になりました．

三上理一郎先生は臨床家として症例研究の立場から本
症の研究に深く関与され，以後厚生省研究のまとめと班
員の統括に大きな力を発揮されるようになったと思いま
す．先生ご自身も立派な研究成績を数多く出されました
が，何と言ってもそのおおらかで情熱的なお人柄が多く
の呼吸器疾患研究者を惹きつけ後押しし，奮起激励させ
るオーラを持っておられました．富士の裾野，軽井沢な
どの民間保養施設を借りつつ場所を変えて行われた班会
議を通じて，研究の促進と共に会員の融和・親睦にその
お人柄を介して大活躍をされたと思います．同輩・後輩
にはすべて“おめー”という呼びかけをされ，心の垣根
を払って人と接しておられたのが，今でも強く記憶に残っ
ています．研究者としての情熱を最後まで持ち続けられ
た方だとも思います．そして医学研究には自然科学的分
析と共にいわゆる人間学が必要だと考えていられた様に
感じていましたが，先生が古寺・名刹の多い奈良に赴任
されたころから特にそれが窺える様になったと感じたの
は思い過ごしでしようか．

三上先生は長い研究者としての期間の中で多くの呼吸
器学の本を執筆されました．その一端を紹介すると「気
管支・肺疾患の臨床−非結核150症例の観察記録」「全身性
肺疾患と肺」「肺のびまん性・散布性陰影−本邦131症例」
そして「新呼吸器病学」でその頂点に達されたと思われ
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ます．その間，「肺音研究をめぐる最近の話題」と臨床家
は聴診器を忘れてはいけないことを日本内科学会誌に投
稿され，またサルコイドーシスの病理材料からPropioni-
bacterium acnesが高率に培養されるという世界で初の報
告を本間日臣先生と共に英国の一流医学誌Lancetに発表
されています．

サルコイドーシスから始まって，広く呼吸器疾患全体

に研鑽をつまれた三上理一郎先生の，たゆみない研究者
としての道に深甚の敬意を表するとともに，そのご冥福
をご指導頂いた一人として心から祈るものです．

三上先生，どうぞ安らかにお休みください．

2014年9月8日




